
プレゼント 珈琲専門店「ビーンズ香
房」の珈琲チケットをペ
アで！。

チャレンジ 簡単すぎるスケルトン
パズル

７面

６面

湘南のお店

12月 忘新年会お勧めプラン

２面･４面

大募集 初詣バスツアー(1/9)に
行ってみよう

８面

　

「
年
末
＝
第
九
」
の
イ
メ

ー
ジ
は
、
実
は
日
本
特
有

の
も
の
。
こ
の
習
慣
が
生

ま
れ
た
理
由
に
は
諸
説
あ

り
、
正
解
は
今
も
は
っ
き

り
し
な
い
。
本
場
ド
イ
ツ

で
は
、
年
末
に
演
奏
す
る

こ
と
も
あ
る
が
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
や
ベ
ル
リ
ン
の
壁

崩
壊
の
際
に
も
演
奏
さ
れ

る
な
ど
、
祝
祭
的
な
場
面

で
の
曲
と
い
う
側
面
が
強

い
。
一
方
、
日
本
で
は
年
末

以
外
に
演
奏
さ
れ
る
こ
と

は
非
常
に
珍
し
い
と
い
う
。

　

長
年
「
ち
が
さ
き
第
九
を

歌
う
会
」
の
会
長
を
務
め
る

東
川
宏
さ
ん
（
71
＝
写
真
）
に

よ
る
と
、「〝
し
っ
く
り
き

た
か
ら〟
が
一
番
の
理
由
で

は
？
」。「
４
楽
章
あ
る
曲

の
中
で
最
後
の
最
後
だ
け

力
強
い
『
歓
喜
の
歌
』
の
合

唱
が
入
り
、
グ
ッ
と
盛
り

上
が
る
構
成
と
、
頑
張
っ

て
た
１
年
の〝
締
め〟
と
い

う
雰
囲
気
が
ぴ
っ
た
り
だ

っ
た
た
め
に
自
然
と
慣
習

に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
」

　

歌
詞
の
内
容
に
つ
い
て

も
、「
ド
イ
ツ
の
詩
人
シ
ラ

ー
の
『
歓
喜
に
寄
せ
て
』
を

編
集
し
た
も
の
で
す
が
、

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
『
す
べ

て
の
人
々
が
兄
弟
と
な
る
』

と
い
う
く
だ
り
を
取
り
上

げ
、
地
上
に
生
き
る
す
べ

て
の
人
へ
向
け
て
こ
の
曲

を
作
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
人
類
愛
と
世

界
平
和
へ
の
願
い
が
込
め

ら
れ
た
歌
を
、
新
年
に
向
け
、

心
を
１
つ
に
し
て
歌
い
上

げ
る
。
そ
ん
な
と
こ
ろ
が

年
末
の
合
唱
に
適
し
て
い

た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
」

　

毎
年
恒
例
の
同
会
に
よ

る
演
奏
会
は
今
年
で
27
回

目
（
12
月
4
日
〈
日
〉
、
詳
細
は

下
記
）
。
震
災
以
降
の
日
本

の
現
状
か
ら
「〝
歓
喜
の
歌〟

を
自
粛
す
る
べ
き
か
」
と
い

う
迷
い
も
あ
っ
た
が
、「
今

だ
か
ら
こ
そ
歌
い
、
届
け

る
べ
き
」
と
開
催
を
決
意
し

た
と
い
う
。

　

メ
ン
バ
ー
は
毎
年
全
員

が
公
募
で
集
ま
り
、
全
く

の
初
心
者
も
多
い
。
今
年

の
参
加
者
は
、
上
は
80
代
、

下
は
小
学
5
年
生
ま
で
全

1
8
0
名
。
「
混
声
四
部
の

ハ
ー
モ
ニ
ー
が
溶
け
合
っ

て
、〝で
き
た
ー
！〟
と
思
え

る
瞬
間
が
あ
る
。
何
も
の

に
も
代
え
が
た
い
『
合
唱
な

ら
で
は
の
感
動
』
で
す
」（
東

川
会
長
）

　

第
8
回
か
ら
何
度
も
参

加
し
て
い
る
ア
ル
ト
パ
ー

ト
の
沼
上
純
子
さ
ん
（
50
代
）

は
、「
初
心
者
も
経
験
者
も

世
代
も
超
え
て
、
皆
で
一

緒
に
歌
え
る
と
こ
ろ
が
好

き
で
す
」
と
楽
し
そ
う
。
今

回
初
参
加
で
最
年
少
の
西

尾
祥
く
ん
（
10
）
は
、「
先
生

の
教
え
方
が
面
白
く
て
、

歌
う
の
が
楽
し
い
。
来
年

か
ら
も
ず
ー
っ
と
続
け
た

い
」
と
、
強
い
意
気
込
み
を

語
っ
て
く
れ
た
。

　

一
般
的
に
「
第
九
」
と
呼

ば
れ
る
Ｌ
・
Ｖ
・
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
の
「
交
響
曲
第
9
番

ニ
短
調
作
品
1
2
5
」
は
、

な
ん
と
70
分
前
後
に
も
及

ぶ
大
曲
。
第
4
楽
章
の
途

中
か
ら
始
ま
る
合
唱
は
20

分
前
後
も
続
く
。
ど
の
パ

ー
ト
も
音
域
が
広
い
上
、

歌
詞
は
ド
イ
ツ
語
。
目
標

は「
完
全
暗
譜
」
だ
。

　

本
番
で
は
、
第
３
楽
章
の

初
め
か
ら
出
番
ま
で〝
動
か

ず
黙
っ
て〟
立
ち
続
け
る
と

い
い
、「
こ
れ
が
地
味
に
大

変
（
笑
）
」
と
東
川
会
長
。
そ

れ
で
も
、
繰
り
返
し
参
加
を

希
望
す
る
人
が
後
を
絶
た

ず
、
定
員
は
毎
年
い
っ
ぱ

い
に
な
る
。

　

観
客
側
に
も
「
こ
れ
を
聞

か
な
い
と
１
年
を
終
え
ら

れ
な
い
」
と
い
う〝
常
連
さ

ん〟
が
多
く
、
動
員
は
例
年

１
０
０
０
人
前
後
を
数
え

て
い
る
。
今
年
も
ま
た
、
歌

う
人
、
聴
く
人
す
べ
て
の
胸

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の「
第
九
」
が

響
く
に
違
い
な
い
。

　

「
１
年
間
お
疲
れ
様
」。「
ま

た
来
年
も
、
い
い
年
で
あ
り

ま
す
よ
う
に
」
…
。
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要注意！ 被害が続いています！
振り込めサギ

７面

　

年
の
瀬
の
風
物
詩
と
い
え
ば…

忠
臣
蔵
、
宝
く
じ
、
そ
し
て
こ
の
時

期
誰
し
も
１
度
は
耳
に
す
る
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の「
第
九
」。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交

響
楽
団
の
テ
レ
ビ
放
映
を
は
じ
め
、
全
国
で
毎
年
た
く
さ
ん
の
コ
ン
サ

ー
ト
が
開
か
れ
て
い
る
。
は
る
か「
日
本
」
で
年
末
の
風
物
詩
と
な
っ
た

「
ド
イ
ツ
」
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
。
不
思
議
な「
第
九
」
の
謎
と
魅
力
と
は
!?

「
第
九
」を
歌
っ
て
ゆ
く
年
く
る
年

　歌う会の“期待の星”西尾翔くん(左手

前)。

▲

　昨年の｢第26回第九演奏会｣。オーケ

ストラは「茅ヶ崎交響楽団」で、指揮者

やソリストにはプロを招いている。合

唱団は一般公募で、募集は毎年7月前後。

▲

　東川さん。元は中学校の社会の先生

で、生徒たちの合唱に感動したのが音

楽に興味を持った理由とか。

▼

日
本
の
暮
れ
の
風
物
詩

ど
う
し
て「
年
末
」に

「
第
九
」な
の
!?

誰
も
が
味
わ
え
る

ハ
ー
モ
ニ
ー
の
感
動

楽
曲
70
分
、合
唱
20
分

体
力
勝
負
な
一
面
も

1930年代当時、ＮＨＫ交響楽団の前
身･｢新交響楽団｣の音楽総監督だった
ヨーゼフ・ローゼンシュトック氏が、
｢ドイツでは大晦日に第九を演奏する｣
と言った一言に端を発するという説。

説あり、年末に第九なワケ諸
戦況が悪化する中の1943(昭和18)年、
出陣学徒壮行のために東京音楽学校
(現･東京藝術大学音楽部)で演奏され、
終戦から4年後の年末には、戦死した
学徒への鎮魂歌(レクイエム)として再
び演奏された。これが毎年開かれるよ
うになり、全国へ波及していったとい
う説。

1940年代、ＮＨＫ職員の発案
による年末のラジオ放送が
恒例化していくと同時に、
日本初のプロ･オーケスト
ラ｢新交響楽団(現･ＮＨＫ交

響楽団)｣が｢第九公演｣を複
数回行うようになる。更
に、1950～60年代には勤労
者音楽協議会(通称:労音)主
催でアマチュアの合唱によ
る｢第九｣も盛んになったこ
とから浸透したという説。

｢『歓喜に寄せて』の物語｣(矢羽々崇著)、｢知っている
ようで知らないベートーヴェンおもしろ雑学辞典｣
(ベートーヴェン雑学委員会著)、｢歴史がおもしろいシ
リーズ図解太平洋戦争｣(後藤寿一監修)

【参考文献】

いてみよう！ 近隣の第九演奏会聴

●15時～●チケット(指定席)3,000円・(自

由席＝2F)1,000円※3歳未満不可●指揮:

小屋敷真、出演:松原有奈･西けい子･

川野浩史･竹村淳･あやせ第九の会、

演奏:M&Mオーケストラ●｢歓喜｣をテー

マとした写真展(文化会館内ホワイエ、

入場無料)● 　　℡0467-77-1131綾瀬市

文化会館、℡0467-77-2815渡井。

1/22(日)
綾瀬市文化会館大ホール

第九コンサート

｢歓喜の祭典｣～写真展同時開催～

12/4 (日)
茅ヶ崎市民文化会館大ホール

●14時～●チケット(全席自由)一般2,500

円･学生1,500円※未就学児不可●指揮:

十束尚宏、出演:加藤千春･栗林朋子･

榊原哲･竹村淳･ちがさき第九を歌う

会、演奏:茅ヶ崎交響楽団●託児あり

(要問合･有料)● 　　℡0467-85-1123茅ヶ

崎市民文化会館●http://www.chigasa
ki-arts.jp

第27回　第九演奏会
東日本大震災復興支援

12/4 (日)
平塚市民センターホール

●14時～●チケット(全席自由)1,000円●

指揮:田部井剛、出演:菅英三子･永井

和子･川上洋司･福島明也･湘南ひら

つか第九のつどい合唱団、演奏:平塚

フィルハーモニー管弦楽団●　 ℡

0463-32-2237(財)平塚市文化スポー

ツまちづくり振興財団文化事業課●

http://www.hiratsukazaidana.jp

第21回
湘南ひらつか第九のつどい

問

問

問

　真剣な雰囲気だが、合間には楽しそうな笑い声も。▲

スタジオ山田


